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(3) 2018/6/8-6/14
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コンター間隔：2cm
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2018/6/1-6/14

推定されたプレート境界面上のすべり分布（2018/6/14まで）（暫定）

すべり分布 観測値と計算値の比較

Mw 6.6
最大滑り量：9cm

房総半島沖合のフィリピン海プレートと陸側プレートの境界面で最大 9cmのすべりが推定された

赤矢印：陸側のプレートのフィリピン海プ
レートに対する動き

黒点線：フィリピン海プレート上面の等深線
コンター間隔：すべり量 2cmごと
色：すべり量

解析使用データ：Q3解を９個平均した時系
列データを使用

(1) 2018/6/1-6/4 (1) 2018/6/1-6/4

(2) 2018/6/4-6/8

(3) 2018/6/8-6/14

別紙２




